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暦
一

作訳

西暦二千年、二十一世紀に起こり得る
申自の
悲劇とは何かノ反
体制誌．北京の春」に掲載された衝撃の害、完全翻訳成る／

－訳者の言葉

中
国
で
は
、・
去
る
＋
月
十
六
日
、

い
わ
ゆ
る
民
主
化
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
で
反

体
制
箆
『
探
察
』

編
集
長
・

貌
京
生
が
北
京
市
中
級
人
民
法
院
に
よ
っ

て
反
革

命
保
で
懲
役
十
五
年
の
別
に
処
せ
ら
れ
た
。

同
じ
く
反
体
制
隊
と
し
て
注
目
さ

れ
た
『
北
京
之
容
』

は
、

わ
が
国
の
一

部
に
は
す
で
に
発
行
停
止
処
分
を
受
け

た
と

報
じ
ら
れ
た
が
、

依
然
と
し
て
健
在
の
機
嫌
で
、

去
る
六
月
中
旬、

北
京

を
肪
れ
た
私
は
西
出品
の
民
主
の
田昌
〈
カ
ッ
ト
11
4一｝

で
岡
修

の

第

五

号
、

第
六

号
を
目
撃
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の

『
北
京
之
容
』

第
五
号
に
発
表
さ
れ
た

こ
の
，
政
治
幻
想
小
鋭’

は
、

中
国
民
衆
に

衡
強
を
与
え
、

同
誌
は
た
ち
ま

ち

に
し
て
売
り
切
れ
た
と
い
う
。

西
暦
ニ

0
0
0
年
に
は
「
党
内
ブ
ル
ジ
ョ

ア

階

級
」

が
一

掃
さ
れ
て
、

今
回
の
脱
文
箪
・

葬
毛
沢

東
化
の
政
治
潮
流
が
根
本
的

に
否
定
さ
れ、

中
国
の
政
治
舞
台

が
再
び
暗
転
す
る
と
い
う
ス

ト
ー
リ
ー
は
、

タ
テ
マ
エ

と
し
て

「
毛
沢

東
思
懇
」

を
護
持
し
つ
つ
他
方
で
は
明
ら
か
に

非
毛
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沢
東
化
を
は
か
り
、

「
四
人
組
」

を
毛
沢
東
個
人
と
切
り
は
な
し
て
批
判
し
な

が
ら、

実
際
に
は
毛
沢
東
の
権
威
を
台
な
し
に
し
つ
つ

あ
る
と
い
う
毛
沢
東
へ

の
ニ
盆
の

背
教
が
も
た
ら
す
不
安

11
民
衆
の
深
層
心
理
を
、

相似
く
衝
い
た
も

の
で
あ
っ

た
。

だ
が
同
時
に
『
北
京
之
容
』

は
、

鼠
小
平
系
統
の
影
響
下
に
あ
る
雑
箆
で
は

な
い
か
と
一

部
で
推
測
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、

今
日
の
非
毛
沢
東

化
を
さ
ら
に
大
胆
に
進
め
な
い
か
ぎ
り
、

中
国
に
は
も
は
や

将
来
が
な
い
こ
と

を
主
強
す
る
立
場
の
も
の
で
あ
り
、

続
者
は
、

そ
の
辺
の

含
意
を
十
分
に
汲
み

と
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、

こ
の
H
政
治
幻
懇
小
鋭
H

が
鎗
く
よ
う
な
現

実
が
再
来
し
な
い
た
め
に
も、

さ
ら
に
民
主
化
と
非
毛
沢
東
化
を
は
か
る
べ

き

だ
と
い
う
の
が
、

作
者
の
糞
の
意
図
だ
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
に
し
て

も
こ
の
H
政
治
幻
想
小
鋭
H

は
鋭
く
中
国
社
会
の
内
商
を
決
っ

て
い
る
。

中
国
に
も
こ
の
小
税
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
思
想
が
現
存
す
る
こ
と
を

知
っ

て
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
が
、

と
も
か
く、

こ
の
高
度
に
洗
練
さ
れ
た
政
治

的
S
F
の
金
交
を
こ
こ
に
飢
出
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
債
後
ま
で
践
ん
で
い
た
だ
き

た
い 。
原
題
は
「
茜
路
二
0
0
0
年
に
苑
佐
し
得
る
山中
凶
の
札
制」
（『
北
京の

審』
一
九
七
九
年
第五
号〉

八
本
文
が
述べ
る
西
暦
ニ
0
0
0
年
κ
は 、
そ
れ
ま
で
の
中
闘
を
援
え
す
者
が

出
て、
「
閑
人
組」
が
名誉
を
回
復
す
る：：： 。
乙
ζ
に
大
胆
に
制
定
し
た一

つ
の
危
険
な
局
商
は 、
ζ
れ
ま
で
に
毎
閣
の
よ
う
に
発
生
し
て
き
た
情
発
と
わ

が
国
の
体
制
的
な
病
理
に
基
づ
け
ば 、
拍伏
し
て
可
能
性
が
な
い
と
と
で
は
な

い。
文
中
で
は
ま
た、
一
人
の
壁
新
聞
作
者
が
将
来
の
ζ
う
し
た
動
乱
の
な
か

で
た
ど
る
経
過
と
そ
の
観
点
を
記
述
し
た。
ζ
れ
ら
の
観
点
は、
今
日
の
中
凶

の一
般
の
人
び
と
の
な
か
に
箇
辺
的
に
ゆ
き
わ
たゥ
て
い
る
V

一
九
九
八
年
十
二
月
の
あ
る
日。

中
央
人
民
放
送
局
は、
通
ゆ巾
の
放
送
番
組

を
停
止
し、
一
人
の
ヴェ
テ
ラ
ン
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

が、
お
喰
に
よ
く
馴
染
ま

れ
た、
し
か
し
今
日
だ
け
は
特
別
に
沈
痛
な
声
で、
全
榊凹
朗介
に
向
け
て
み
な
が

ずっ
と
心
配
し
て
い
たニ
ュ
ー

ス
を
公
表
し
た
lle

十
五
億
人
民
が
敬
愛
し、
全
世
界
人
民
が
尊
酷似
す
る

中
国
の
党
と
嗣
家
の

指
導
者・
某
同
志
が
病
い
の
た
め
医
療
の
効
な
く 、

本
日
未
明
二
時
十
三
分

に
北
京
で
逝
去
し
ま
し
た
1

政治幻想小説・西経2000年の中国／綜明作、 中嶋緩まを訳

乙
れ
は

中
川崎
が一
九
九
0
年
代
に
入っ
て
か
ら
発
ぶ
し
た
こ
の
種
の
れ
告

の
な
か
で
人
ぴ
と
に
もっ
と
も
軍
大
な
衝
撃
を
与
え
る
も
の
で
あ
る＠

償
を
挙
げ
て
悲
哀
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る。
人
民
は
彼
が
創
始
し
た
事
業
の

な
か
に
活
き
て
お
り 、

彼
は
永
遠
に
人
民
の
心
の
な
か
に
活
き
て
い
る。

天
安
門
広
均
は
人
の
山、
人
の
海
と
な
り 、
あ
る
お
は
記
念
堂
を
建
立
す

る
よ
う
に
と
の
裂
求
を
出
レ
て
い
る：：： 。

西
単
（
北
京
市
首
長
安
衛の一
角
ll沢

者〉
の
民
主
の
丙
は
全
体
が
数
百
メ

ー
ト

ル
の
円提
言
の
思
い
布
で
因
わ
れ
た・

ア
メ
リ
カ 、
ュ
l

ゴ
ス
ラ
グ
ィ

ァ、
日
本、
フ
ラ
ン
ス、
ド
イ
ツ：：：
な

ど
は
み
な
特
別
の
方
式
で
哀
悼
の
怠
を
去
し
た。
米
大
統
領
特
使
が
得
向
し

た
花
給
は 、
ア
メ
リ
カ
五
十
州
の
生一
花
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る。

ひ
き
つ
づ
い
た
型一
年
聞
に
も、
ま
た
い
く
つ
か
の
貯
告
が
発
後
会
れ
た。

そ
の
な
か
の
何
人
か
の
指
導
者
は
病
死
に
よ
る
・も
の
で
あっ
た。
注
市層
深
い
人

9/. 



は 、
い
つ
も
の
よ
うに
そ
うし
た
病名の
公
衣が
ない
ζ
とに
気がつ
い
た・

何人か
の
指
導者は
給
摘に
よ
る
・交通
事故で
死
亡
して
い
る。
ま
たこ
人
の

高
級
指
導
幹
部は
飛
行
機
事故で
災
起に
あい 、
そ
の
う
ち一
人は
遺
体
・もま

だ
mm
見今回れて
い
ない。

と
うして 、
老
練な
指
導者で
生
き
残っ
て
い
る
者は
何
人もな
く 、
わ
ず

か
に
残
留
して
い
る
何人か
も
相次い
で
退い
て
い
る。

北
京
mmのU
P
I

包は 、
あ
る
者が
西単
の
民
主
の
墜に
「ど
うし
たと
と

か」
と
題
する
壁新
聞を
賂
り
出して
い
る
と
報道
し
た。
大
衆は
古
のな
か

を
集
会tT
挙
行し 、
指
潟市制の
相次
ぐ死亡
呪
件につ
い
て
釈
明し
大
衆のあ

い
だに
伝わっ
て
い
る一
連
の
婚を
はっ
き
りさ

せ
る
よ
う 、
当
局に
要
求し

た。
集
会
の
の
ち、
自
盟問的なデモ
の
隊列は 、
幅削
築され
たむ一
十
回開
問問て
の

中
央弁公
庁ピ
ル
前に
到迭し
た。

従
来 、
反
応
の
鈍い
『
人
民自
掴と
と
『
紅
鋭』
は 、
今
岡は
す
ば
や
く
反

応して 、
「
見透すζ
とはで
き
ない」
とい
う
特
約評
お
貝の
文
章を
発
表

し
た。
『
容
考
消
息』
〔
主
に
外
明喝
を
玲
織
に
伝
え
る
内
競
周
の
新

聞ll
訳
者）

に

照っ
た
外電
は 、
中
尉
共mf党が
且恥W向
mt
の
会
還を
召
慢
する
可
能
性が
あ
る

とい
う
推
測を
報じて
い
る。

一
九
九
九
年十二
月一
目。
会
問の
主
袈紙はい
ずれ
も一
商トッ
プ
で一

鰐の
短いコ
ミュ

ニ
ケ
li

中
国
共
産党
第七
期
中
央
委
良
会第五
回
総
会公

報を
犯
織した。
主な
内容は 、
党の
紀
伊
検
査
察
貝会は
氏
任を
もっ
て
鮫

問
検
察
院 、
最高
法
院 、
公
安
忽が
合
同し
た
専
門
調
査
機
関ぞつ
く
り 、

党

の一
名
の
副主
席を
資
任者
と
して 、
一
巡
の
中
央
指
導者死
亡
事
故で
露
呈

し
た
箆
大
m
件を
羽資
する 、
とい
う乙
とで
あっ
た。

十二
月五
日。
「祖
閣の
分裂を
陰
謀し
た
反
本
命
集団
事
件」
の
初
歩的

な
概
容が
公
表され
た。
同家
のい
くつ
か
の
喰
雲
海
門の
指
導的
要
員も
連

座して
い
た。

十ニ
月七
日。
再び
4

件の
模
様が
公
ぷされ
た。
い
くつ
か
の
主
要
な

省・
市の
指
導
者
も
関係して
い
た。

十
二
月
九日。
事
件は
代
大な
様
相を
浴びて
お
り 、
そ
の
集
団
の
主
犯は

党
中
央
の
某
指
導者で
あ
る
ばか
りか 、

事
件が
同慨
深い
国
際的
背
授を
もっ

て
い
る
ζ
と
が一
挙K
明らか
に
なっ
た。

閣
外で
は 、
「
悶
際的
背
京」
と
は
縫い
な
く
ア
メ
リカ
を
指して
い
る
と

見
倣・され
た。
『ニュ
ーヨ
ーク・

タイム
ズ』
はコ
ラム
ニス
ト 、
デ
ィッ

ク
氏の
「一
人
の
偉
大な
人
物
の
消
失と
と
もに 、
中
間はま
た
神絡
的な
深

淵へ
と
沈みつ
つ
あ
る」
と
却す
る
文
なれゼ
倒
減
し
たe

十二
月十一
因。
中
央
委
員
会
総
会は 、
政
治
局と
中
央
妥員
会を
改
組
す

る
と
公
表し
た。
同
事
件に
関
係し
た
おは．
仰に
除
瀦を
符時
解か
れ 、
一

部
の新
しい
メ
ンバ
ー

が
政
治局と
中
央
委
員
会へ
補
充され
た。
同
時に 、

以上
のと
とは
先例が
ない
も
ので
は
決して
な
く 、
こ
れ
ら
の
すべ
て
の
措

置は
次の
党
大
会で
迫
ぶされ
る
と
説
明
主
れた。

十
二
月十
五
日。
司法
部
門に
も 、
さ
ら
に
は
本
件の
調先
に
当
たっ
て
い

た
何人か
の
軍
要な
指
導者
のな
か
に
も
「
主
朝日
集
団」
のメンバ
ー

がい
る

と
とが
総
露され
た。
中
央は
合
同凋
進
出間
関の
改
組
を
決
定し
た。
元
調
査

責
任者
の一
人が
述
制則され
た。

乙
の
か
件は
同
家の
於
府川
地問前田に
及ぶ
ので、
取
り調べ
は乙
と
ご
と
く
硲

密
官官に
お
と
な
われ
た。
しか
し 、
法
の
規
定もあ
る
ので、
公
開
の
審理
も

何回かお
ζ
は
われ
た。
後
告は 、
そ
の
犯し
た
罪
状を
隠さ
ずに
白
状して

い
る。
何人か
の
彼
告は 、
ひ
ど
く
疲
持し
た
様
子そ
顕
わに
示
し
た。
彼ら
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のた
めに
弁
護すると
と
を
指
定志れ
た
弁
護士
色 、
た
だ
た
だ
形ばか
り弁

護の
wm
伝りを
する
だけで
あ
る。
泌
両法
院の
前円以
任者は 、
と
のと
き
後

告
席に
あっ
て
乙
んな
名
百を
此い
た
｜l「

法は
た
だ
政
治闘
争のた
めに

用い
られて
U以
後に
そ
の
民ぬ
ぐい
を
するお
と
し
祇に
す
ぎない」
と一
そ

のた
めに
後はま
た
法
仰を
攻
噂し
た
狩争
犯
し
た
と
され 、
こ
のこ
とが
彼

へ
の
以
後の
判
決に
隠して
加
舟され
るで
あ
ろ
う 。

十二
月三
十
日。
「
畑出
川の
分裂ぞ
除
ぶし
た
反郁命
銀
問
凶
作」
の
見
状

を一析
す
付
料が
全
預
的かつ
系
統
的に
公
炎され
た。
人び
と
を
もっ
と
も
憤

慨さ
せ
たζ
とは 、
後
らが
昨
年逝
去し
た 、
久し
く
衆望
をつ
ない
だ
築
指

導
的
同志に
反対
する
と
と
もに 、
きわめて
惑どい子同
議で
建
国の
元
勲で

あ
る
毛
主席を
傷つ
け 、
肯
定すべ
き
文
化
大
革命を
偽つ
け
たζ
とで
あっ

た。
新
聞やラ
ジ
オ
が
発
表し
た一
巡
の
文訴は 、
新しい
党
中
央の
周
臨に

必
ず団
結し、
すべ
て
の
反
動
勢力を
紛糾しな
けれ
ばな
らない
ζ
と
を
公

示し
た。
各級
の党と
政府の組
織
もま
た
指示日比
基づ
い
て
各
般の
検
討
会

を
関
似し
た。

十二
月二
十六
日。
毛沢
東主
席生
誕百六
周
年で
あ
る。
位
伝はピ
l
ク

に
注
し
た。
『
人
民
日
報』
のトッ
プ
の
見
出し
は 、
「
山科大な
教
師
毛主
席

は
水必に
会
惟
界人
民の心
のな
か
の
永治に
沈
む乙
とない
もっ
と
も
赤い

ホい
太附で
あ
る
！」

で
めっ
た
〆

商
肝こ
0
0
0
年がつ
い
に
到来し
た。一一
十
作
曲聞に
人び
と
は
と
の
年を

幻川却し
は
じめて
い
た。
世
界各
国はみ
な
ζ
の
年を
祝
賀し 、
中
国の
慶
祝

ぷ
りは一

一畑盛
大で
あっ
た。
しか
し 、
当
面ま
ず第一
に一な
す
べ
き工
作

は 、
議盤te
悶めて
「謀
叛
集団」
の
社
会
的基
礎ぞ一
制す
る
述
動
で
あ

り、
上
部
構造
の
各領
域
と
経
済
制団
総で
の
重
大な
改
革を
速
成し 、
中
央に

よ
る
刊
伎
の
集
桁制を
災行し 、
過
度に
分
散して
各地
方
や
各企
業に
与え

られ
た
緒
方を
隼因
して 、
ぷ
面に
現われない
分裂
の
災
禍を
担
絶
すると

とで
あっ
た。

市官
官立と
改
析の
巡
品別は
問
調に
巡
M肱じ
た。
九月に
な
る
と 、
中
国
共
産
先

は
第十
八
悶
全
国
代
次
大
会を
荷
札し
た。

長
時
間の
悦
Aづ
く
りを

経た
の
ち、
中
山火安
員会
総
会はぷ
十
年
前か
ら

の
ぷっ
た
路
事
の
批
判
を
正式に
従起し 、
生
前に
中
間
共
産
党
の工
作を二

十
年の
久し
きに
わ
たっ
て
担っ
て
き
た
あ
る
人
物を
批
判
し 、
広
汎な
人
民

の
信
任を
裏
切っ
た
築
指
導
者と 、
彼を
出掛と
する
党
内プル
ヲd
ア
司
令
部

を
批
判し
た。

と
の一
年
問 、
八
－vt
山
のあ
の池
上三
階
総て、
地
下五品川
処て
の新
レい

弊
儀館で
は 、
数
百
回
とな
く
名誉
悶
復の
追
悼
会と
遺
骨
安門
の
儀式
が
相

次い
で
お
とな
わ
れ
た。
十
月一
日に
は 、
開店
間五十一
周
年の
泣
祝行
官が

盛
大に
挙行
さ
れ
た。
新
し
い
中
央
指
導グル
ー

プ
が
天
安
門の
域
援に
登

り 、
五
百
－UM
人
の
組
織され
た
大デモ
隊を
制限
関し
た。・
主
要
指
導
省は 、
次

のよ
うな
れ川
要
時
話を
発
表し
た。・

政治幻怨小説・西府2000年の中国／蘇明作、 中船敏雄訳

党
内
のブル
ジu
ア
階
級を
断附
と
して
徹底
的に
消滅
し 、

前の必
劇
の一内
泌を
防止
し
よ
う。

当商
の
改守
必
品則金
徹
氏
的にお
し
す
すめ 、
一
冗
化され
た
折
導を
災

現しよ
う 。

イ
デ
オロ
ギ
ー

の
すべ
て
の
分野で、
府四
り呆て
た

西
側
の資本主
議
の

影
浮を
徹
底
的に一
紛し 、
プロ
レ
タ
リ
ア
問符が
すべ
て
の
跡地
を
占
領

十二
年
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し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

ロ
金・
を
泌
結
し、
人
の
思
州知
の
前’
命
化
を
強
め 、
ブ
ル
ジ
J

ア
的
信
利
を

制
限・
除
去
し 、
従
－M
の
尚
樹
分
化
の
問
泌
を
解
決
し
よ
う 。

外
国
資
本
を一
刻
し、
対
外
関
係
を
綬
院
に
規
制
し、
向
力
耐火
生
の
本
命

的
外
交
路
線
を
尖
行
し
よ
う 。

治
安
機
川併
を
強
化
レ 、
大
衆
に
よ
る
独
殺
を
推
し
す
す
め 、
すべ
て
の
分

野
で
の
ブ
ル
ジ
，

ァ
階
級
に
た
い
す
る〈L d向
的
な
独
m械
を
お
こ
な
お
う。．

ひ
き
つ
づ
き 、
デ
モ
が
凶
始
怠
れ
た。

世
界
の
最
新
鋭
の
悶
産
サ
ン
ダ
l

型
破
崎、ミ
サ
イ
ル
「
露
軍
皿
型」
が、
初

め
て
外
国
人
記
者
の
カ
メ
ラ
の
前
に
浴
を
見
せ
る。

先
似
の
隊
列
を
先
wm
す
る
か
の
よ
う
に
阿
佐
の
「
厳
i

却し
戦
略
抑制
沼
地問
と

「
掛川
l

m」
磁
的
織
の
昨
れ
が、
と
う
と
う
と
上
匂
を
飛
ん
で
ゆ
く 。

あ
た
か
も
「
絞
子」
の
中
身
の
よ
う
に、
会
悦
採
に
と
っ
て一
つ
の
必
で
あ

っ
た
中
国
の
武
密
体
系
が 、
一
つ
の
大
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
鎮
の
よ
う
な
金
属
カ
バ

ー
に
泣
わ
れ
て
人
び
と
の
ま
え
に
出
現
し
た
の
で
あ
り、
そ
の
と
と
に
よ
っ
て

引
き
起
と
さ
れ
た
鑓
励
は 、
－m
問
の
政
財
に
た
い
す
る
枇
界
の
注
必
力
を
あ
る

限
度
転
移
さ
せ
た
ほ
ど
で
あ
る。

先
噂
の
「
豹
式
E
型」
攻
撃
m
M秋
山下
が
広
場
を
進
む。・

機
械
化
さ
れ
た
叫阿
川
が一民
幼
を一地
泌
す
る。‘

強
大
な
民
兵：：
：

汀
年
た
ち
は
欲
序
し
て
綿
り
あ
が
り 、
自
分
の
こ
の一
代
の
加
に
か
か
っ
て

い
る
舵
史
の
震
災
を
滞っ
て
い
る。

凶
十
五
伐
以
上
の
い引
は、
一
年
来
の
悶
内
情
勢
の
変
化
に
対
面
し
て、
ま
た

も
や
自
を
凶
き
口
を
あ
け
て
ぼ
ん
や
り
感
じ
て
い
る。

十
月
二
目。
色
と
り
ど
り
の
以
が
凶
に
翻
え
る ．函
単
の
民
主

の
犯
に
コ一
十

二
年
前
に
と
乙
に
貼
ら
れ
た一
枚
の
大
字
制限」
と
泌
す
る一
枚
の
壁
新
聞
が
貼

り
山則
さ
れ
た。
税
名
は
余
録。
セ
ン
セ
ー
シ
ョ

ン
を
引
き
起
ζ
し
た。‘

そ
の
笠
新
聞
の
り一践
に
は、
乙
う
♂
か
れ
て
い
る。
「
二
十
二
年
前
乙
ζ
に

M一
の
六
千
械
が
貼
り
山
さ
れ
た
が 、
人
び
と
は
主
観
し
な
か
っ
た。
公
者
は

あ
や
う
く

少
欽
の
泌
有』
の
仲
間
に
人
れ
ら
れ
る
と
と
ろ
にっ
た 。
－ ．
十
二

年
後 、
な
者
が
，γ
似
し
た
そ
う
し
た
的
以
は、
不
幸
に
も
ζ
と
と
と
く
出
現
し

た。
沓
の
大
字
組刊
を
．U刊
現
し、
そ
れ
を
抄
録
し
て
ζ
ζ
に
公
泌
す
る。
往
時
を

ふ
り
か
え
り 、
今
日
感
慨
ひ
と
し
お
で
あ
る
が、
そ
の
乙
と
は
二
十
二
年
後に

と
っ
て
も 、
忍
味
が
あ
る
の
だ」

ζ
の
主
新
聞
の
正
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る。

「
日
本
の
友
人
は
先
月
三
九七
八
年
十一
ι、
中
附
の
関
係
者
に
向
け
て 、
答

え
る
者
の
い
な
い
問
泌
を
乙
う
錠
起
し
た

l｜
郵
小
平
副
総
却
の
総
額
｛
対
日

関
係｝
は
ポ
附
ら
し
い。
ど
が
来
年
は
変
わ
る
の
か
ど
う
か
0・

中
悶
政
局
の

変
化
は
つ
ね
な
ら
ず 、
定
め
た
ば
か
り
の
法
作
が、
一
年
後
に
は
覆
え
さ
れ
て

改
め
て
制
定
さ
れ
る
可
能
性
あ
り」

「
中
闘
は
人
口
が
多
く 、
悶
土
は
広
大
だ
が、
経
済
発
展
と
人
民
の
生
活
改
普

は
緩
慢
で
あ
る。
た
だ
政
局
の
め
ま
ぐ
る
し
い
変
化
の
述
皮
に
つ
い
て
の
み 、

現
代
化
さ
れ
た
ど
の
悶
家
も
呆
然
と
し
て
目
を
見
渡っ
て
い
る」

「
乙
の
よ
う
な
現
象
は 、
世
界
の
人
び
と
が
み
な
知っ
て
お
り 、
た
だ、
わ
れ

わ
れ
の
京
伝
と
・JL
統
的
は
観
念
に
よ
っ
て
唆
叫怖
に
さ
れ 、
官M
関
に
さ
れ
て
い
る

に
す
ぎ
な
い」

「
な
ぜ
そ
う
な
の
か0・」

9.J 



「それ
は 、
ζ
の
同で
は
内
伎の
巾
失策
出刑
制が
災行さ
れ 、
同友
の
安危
が

た
だ一
人の人
物の
身につ
な
がっ
て
お
り 、

九億人
民
の
述
命が
政人の
手

小κ
umられて
い
るか
らで
あ
る。
政
治 、
総
前 、
弘
山刊な
ど
の
川和
おが一
元

化され
た
指
導に
独
占されて
い
るか
ら
で
あ
る 。
九
億人
の
日
，M
茶飯
叫や

WH
怒
官民策 、
一
挙
手一
投足ま
で
もが 、
乙
の
故
人の
偶人
的な
生
理
仁

の
変

化 、
刻印
刷似の
愛好 、
粕
神
状
態お
よ
び
忠
必
傾向
の
泌
慢を
受けて
し
ま
う 。

一
人が
代われ
ばま
るで
天下
も
代わ
るか
のよ
うで
あ
り 、

一
人が
列
ね
ば

そ
の一
代の
法
作も
ζJVされ
る
とい
う
有
桜で
あ
る」

「乙
の
攻百人 、
放
十
人 、
双人
の
似
人が
上
郊で
放
烈に
絡
附
す
る
た
び

に、
九
俗人
民は
下にい
て
呆
然とお
びえて
観
戦して
い
る。
よい
人か
勝

利
すれ
ば 、
国を
あ
げて
挙
制に
な
る
ので、
希叩引は
μ以
後まで
託されて
い

る。
一
つ
の
細い
糸に
九
億人
の
述命がか
かっ
て
い
る。
・も
し
もζ
の
人
物

が
風
邪をひ
い
た
ら 、
全
国もそ
のた
め
Kパニ
ッ

クに
陥る 。
ひ
と
た
び
不

mの
事態が
生
ずれ
ば 、
暴風
雨
のな
か
に
投
げ去られて
揺れ
動く
舟は 、

衆人ζ
ぞっ
て
悲
劇とな
り 、
ま
た
ど
うやっ
て
そ
の
日
の
食をつ
ない
だ
ら

よい
のか
も
わか
ら
ず 、
巡
命が
誰
の
手応
託され
るか
も
わか
らはい
で
は

ない
か0・」

「中
間聞
の
民と
して
生まれ
た
か
らに
は 、
巡
命はか
くな
るべ
し 、
な
ど
と

い
えるで
あ
ろ
うか
引
われ
われ
は
人
間な
の
だ！
二
十
世
紀七
0
年代

の
人
民な
のだ！」

「
郵
小
平岡芯は
挺
ぷする・：・：」

お
の
崎新
聞はと
乙
か
ら
先がはが
されて
しまっ
た
が 、
それ
は
貼
り
山

されて
か
らわ
ずか二
時
間も
たつ
て
い
な
かっ
た。
さ
らに
半
時
間もたつ

と 、
た
だ
政刷出
だ
けが
わ
ずか
に
削め
る
に
す
ぎな
かっ
た 。

カ
ナダ
の
『トロ
ン
ト・
グロ
ーブ・

アン
ド・
〆
lル』

紙のアン
トニ

1
記
者は 、
山吋を
穆さ
ずζ
の
態
情
聞の
全
文をカ
メ
ラ
に
収め 、
不十』
忽
川地
織

で
本社に
打川叫し
た 。
六
時
間後に
彼は
好ま
しか
ら
ざる
人
物と
して
凶外

退
去を
ばい
波され
た。
曲以
百
名の
主
新
閥
抗
者は
手分け
して
と
のニュ
ー

ス
を
四
方八
方に
低迷
し
た。

十
月三
目 。
税
関は 、
そ
の
臼
の
『トロ
ン
ト・
グロ
ー

ブ・
アン
ド・
メ

ール』
紙を
全
部
制押収
し
た。
カ
ナダ
外
務
改引は
中
同
大
伎を
呼び
出し 、
－m－

同
側が
文
化
公
流
の
取
り

決
めに
泌
反し
た
と
抗
成し
た。

そ
のほ
か
の
h有
利
の
外国
紙は
ひ
きつ
づ
き
各
新
聞
売り
均で
先
られて
お

り 、
紙
蔚に
は
様々
な
か
た
ちで
壁
新
聞
の
内容が
鈎
H制されて
い
た。
午
前

九
時にな
るま
え
に 、
各
外
国紙は
金
調即
売
り

切れて
しまっ
た 。

十
月四
日 。
中
国
戯
品開
学院
の
校紙
『
ラッパ
ズ
ボン』
に
殺っ
た
文
寧

は 、
壁新
聞に
たい
する
外氾
の
各認
の
闘巡
抑制時泌を
統
滋し 、
そ
のな
か
で

『トロ
ン
ト・
グロ
ー

ブ
・アン
ド・
メ
ール』

市中
件K
md
及
す
る
と
と
も

に 、
同
紙の三
日
付
の
京 ．妥ニュ
ース

を
部
分
的に
転載
し
た 。

校紙
編
集
部

が
入
手し
た
『
トロ
ン
ト・
グロ
ー

ブ・
アン
ド・
メ
ール』

は 、
中
凶に
泊

い
た
ばか
りの一
人
の
犠
備
のと乙
ろか
ら
もた
ら
され
た
も
ので
あっ
た 。

文
化
部は 、
乙
れ
に
たい
して
出眠
気な
取
り
調べ
をお
乙
ない 、
最
後に
は
何

人か
の
泌
劇
界
の
知
名な
人士が
HUK
出て 、
燃を
砕する
ζ
と
を
強
制
さ

れ 、
は
じ
めて一
件
緩幻となっ
た 。

夜にな
る
と 、
氏主の
吋
の
前は
人
の
・山、
人
の
泌とな
り 、

問中
く
来た
人

は 、
残っ
て
い
た
似泌
を
凡ると
とがで
きた
が 、
ま
もな
く 、
それ
さ
え
は

が
され
て 、
な
に
もか
もな
くなっ
て
し
まっ
た 。
あ
る
者
は
記
憶に
た
ょっ
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て
内
容
の
概
簡
を
再
現
し
た
が、
と
れ
を
貼
り
出
す
と
き
に
い
ざ
乙
ざ
が
起
ζ

り 、
腕
力
ざ
た
に
な
勺
て
し
ま
っ
た。
夜
十
二
時、
一
郵
の
人
は
次
々
に
退
散

し
た
が 、
夜
勤
を
終
え
た
労
働
者
も
ま
た
撚
れ
を
な
し
て
こ
こ
に
集
ま
っ
て
き

た。
そ
れ
は
迎
五
日
の
HH
ま
で
ずっ
と
紛
話 、
人
の
流
れ
は
絶
え
ず 、
人
の
戸

は
務
腐
し
た。

五
日
午
後
五
時
以、
堅
析
聞
の
作
V引
が
公
然
と
療
を
現
わ
し
た。
五
ト

ぷ
前

後
の
勺
で、
典
型
的
な
中
同
人
の
似
つ
き
で
あ
り 、
し
ゃ
れ
た
胴脳
波
を
し 、
挙

動
す
こ
ぶ
る
風
采
が
あ
り 、
議
し
ぶ
り
は
飾
り’凡
な
く
真
面
目
で 、
ま
っ
た
く

み
ん
な
が
ど
の
よ
う
な
為
法
で 、
ど
の
よ
う
に
議
し
た
ら
ト
ラ
ブ
ル
を
鉛
か
な

い
か
を
知
ら
な
い
の
に、
彼
の
拐
し
ぶ
り

の
幼
来
と
彼
の
ス
マ
ー
ト
な
身
体
つ

き
は、
一
訟
に
人
び
と
を
引
き
つ
け
た。

彼
は
二
つ
の
レ
ン
ガ
の
う
え
に
立
っ
て、
時
源
開
の
内
容
を
演
税
し
は
じ
め

た。
十
分
も
た
た
な
い
う
ち
に、
聴
衆
は
数
千
人
に
も
迷
し
た。
西
単
の
高
速

ハ
イ
ウ
エ
ー

の
下
段
の
車
道
は
群
衆
に
よっ
て
遮
断
さ
れ
た。

野
次
を
飛
ば
す
者
が
あ
っ
た
が、
た
ち
ま
ち
に
し
て
大
衆
に
ど
な
り
た
お
さ

れ
て
し
ま
っ
た。
訴
衆
が
多
す
ぎ
る

私
服
の
続
出日
も
手
が
下
せ
な
か
っ
た。

あ
る
者
が
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
鉱
山
絡
を
4下
校
し
た
の
で、
伎
は
そ
れ
を
受
け
取っ

て
淡
撹
令
つ
づ
け
た。

ζ
の
と
き、
数
キ
ロ
綴
れ
に
あ
る一
つ
の
部
民
の
な
か
で 、
小
砲
の
そ
ね
出刊

6mH
色官
出
し
た。
数
名
の
侃
必
人
物
が
安
穏
な
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン・
ソ
フ
7

に
腰

か
け
て、
R
ιτ
回聞
け
て
い
る。

「：・：
郷
小
平
同
志
は
錠
官官
し
て
い
る 。
総
務
続
力
阜官
下
お
に
分
散
し、
法
印

制
度
を
健
全
化
し、
よ
り
多
く
の
人
び
と
に
行
掴唱
に
参
加
主
せ 、
人
民
が
さ
ら

に一
歩
都
刈
に
近
づ
く
こ
と、
乙
れ
が
進
歩
で
あ
る、
と」

't 
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い

ま 、

男

に

と
っ

て
ロ

マ

ン

と

は

ト｜

檀

一

雄

現
代
の
世
代
に
は
想
像
も

つ
か
な
い
雄
大
な
ド
ラ
マ
が、

大
陸
の
ロ
マ
ン
が
、
い
ま
我
々

の
前
に
か
え
っ
て
き
た
／

｜蒼洋赴｜
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の た し 2
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会 σ〉 ロ F’』
然l叫マの
い：'JI： ンモ
血児にデ
とをf往ル
詳！父き伊
？にで�
摘衿大限
〈つ股之
。J守の助
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ふtと案、消録

東京刊t田飯田橋（英糊士）発売
且一 一



「
し
か
し、
こ
れ
ら
の一
連
の
改
本
が一
鋼
に
し
て
な
る
の
な
ら、
そ
れ
は
ま

た一
朝
K
し
て
似
れ
や
す
く 、
な
ん
ら
か
の
時
期
κ 、
そ
れ
に
諸
手
さ
れ
た
と

向
じ
形
式
で
百円
ぴ
防
止
さ
れ
て
し
ま
う
ζ
と
に
も
お
回
し
な
け
れ
ば
伝
ら
な

い。
そ
れ
が
あ
の
地
似
の
川
い
人
の
品制
限
で
制
定
さ
れ
た
・も
の
で
あ
る
の
な

ら、
そ
れ
を
ぬ
止
す
る
侃
限
を
も
彼
は
ま
た山付
し
て
い
る
の
で
あ
る。
あ
れ
こ

れ
と
乙
の
よ
う
に
決
定
す
る
人
が
同一
の
人
物
で
ゐ
る
ζ
と
も
あ
り 、
ま
っ
た

く
異
な
っ
た・一
人
の
人
刊
で
あ
る
乙
と
も
あ
り
得
る」

「
と
の
池
山肌
の
向
い
人
の
特
刈
は、
すべ
て
の
総
刀
を
統
制
し、
い
か
な
る
術

力
も
そ
れ
に
対
抗
し
た
り 、
そ
れ
を
制
約
し
た
り
す
る
と
と
は
で
き
な
い。
乙

の
蜘側
方
小
心
の
内
お
で

矛応
や
分
裂
が
悦
じ、
窓
けん
を
山内
比
す
る
ゲ
ル
l

プ
が

で
き 、
彼
ら
の
あ
い
だ
の
闘
争
が
ま
た
き
わ
め
て
激
烈
に
な
り 、
ー
に
し
き
は

間
短
を
解
決
す
る
た
び
と
と
に
ク
ー

デ
タ
ー

方
式
を
ど
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
る

ζ
と
も
あ
り
符
ょ
う
．た

が、
乙
の
乙
と
すべ
て
は、
ζ
う
し
た
癒
力
の
佐
賀

と
形
態
を
決
し
て
改
変
し
は
せ
ず、
た
だ
こ
の
よ
う
な
椛
刈
を
ま
す
ま
す
強
化

す
る
だ
け
で
あ
る」

「
か
つ
て
あ
る
品目
は、
こ
の
よ
う
な
紛
－M
方
式
の
ょ
い
と
こ
ろ
を
き
わ
め
て
正

穏
に
折
砧刑
し
た
つ
ま
り、

政
策
決
定
台
が
前
込
を
決
め
る
と
き、
決
定
を
く

だ
し
や
す
く 、

j55
の
必
ζ
る
乙
と
が
少
な
く 、
破
竹
の
持
い
で、
準
も
阻
止

す
る
ζ
と
が
で
・さ
ず、
二
関
人
が
た
吹
か
ら
大
き
く
ぬ
与
ん
出
た
服
史
的
地
位

を
畑地
得
す
る
こ
と
が
で
き
る。
し
か
し、
こ
の
ζ
と
はご
刊
の
約
締
に
等
し
い

ζ
と
に
も
仲間
品川
すべ
き
で
あ
り、
も
し
も ．
円
く
つ
が
え
さ
れ
る
と、
一
潟
千

閉叫
に、
勢
い
は
阻
ま
れ
る
こ
と
な
く 、
被
作品官
受
け
る
の
は、
や
は
り
人
民
で

あ
る 。
文
化
大
革
命
の
な
か
で
出
現
し
た
林
彪、
『
四
人
組』
乙
そ
は、
そ
の

もっ
と
も
よ
き
証
明
で
あ
る」

「
人
は
鮎
局
は
死
ぬ
も
の
で
あ
る。
現
在
わ
れ
わ
れ
を
指
導
し
て
い
る
先
進
的

な
古
い
世
代
の

市命－X
も、
い
つ
か
は
相
次
い
で
乙
の
世
を
去
る。
乙
れ
ら
の

純
停
に
例
人
の
生
期
的
な
変
化
は、
い
ま
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
体
大
な
官
官
を

危
う
く
す
る
乙
と
が
で
き
よ
う
か0・
一
叫
の
出町
史
的
改
却
が
制作
刈
の
MP
奪
に

よ
ヮ

て
醐押
送
さ
れ
山付
る
か
ど
う
か、
純
山中
の
一砂
る
を
後
の
戒
め
と
す
る
の
か、

は
お
氾
に
は
ま
り
乙
な
の
か、
そ
の一吋
秘
性
が
は
い
わ
け
で
は
な
い 。
い
わ
ゆ

る
憶
病
者
は 、
ま
さ
に
と
の
怠
恩
が・：：：：」

と、
乙
の
と
き、
夜
は
灼
く
な
り、
カ
メ
ラ
用
の
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
・

フ
ラ
ッ

シ
ュ

が
ピ
カ
ピ
カ
と
閃
い
た・
二
制
の
大
型
釆
m
必
か
ら
何
人
か
の
総
衆
が
降

り
て
き
た

人
の
被
れ
が
混
乱
し
は
じ
め
に。
笹山同
志
ど
乙
か
ら
と
も
な
く
割引

わ
が
て、
人
び
と
に
ポ
道
を
あ
け
る
よ
う
に ．
叫
ぶ
し
た。

作
者
は
抑制
説
を
つ
づ
け
て
い
た。

「
な
に
を
な
すべ
き
か
0・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
指
導
者
は：：：」

突
然 、
二
例
の
ぶ
つ
ぶ
て
が
前
滋
首
の
以
に
品川
ぴ、
血
期間
が
日
か
ら
流
れ
だ

し
た。
次
い
で
腐っ
た
卵
が、
か
た
わ
ら
の
人
ぴ
4
の
頭
ょ
に
投
げ
散
ら
主
れ

た。
人
の
邸
れ
は
脳
然
と
伝
っ
た，
何
人
か
の
い
か
め
し
い
火
”
が
前へ
抑制
到

し
よ
う
と
し
た
が、
し
か
し
泌
乱
し
た
人
の
流
れ
に
欄押
し
の
け
ら
れ
て
し
ま
っ

たのト・一
月
六
日。
ζ
の
時 一
新
聞
はりH ．
伝
ピ
ラ
の
形
式
で
一上
附
弁
の
特
級
市
机崎、

西
川γ
の
叫村
岡脱
出
場
お
よ
び
天
安
門
広
相切
に
出
現
し
た・
北
京
駅
の・二
十
附
の
太

極
か
ら
し祇
き
泌
と
さ
れ
た
ピ
ラ
は、
市川L
中
を
ち
ょ
う
ど
十
分
間
も
に
ラ
ヒ
ラ
し

て
い
た。
人
は
み
な
仕
事
を
中
断
し、
限
はのけ ．
伝
ピ
ラ
に
釘
づ
け
さ
れ
て
い

る。
世町
宮
－b
氷
の
よ
う
に
冷
た
い
目
付
き
で
ζ
の
不
可
解
な
白
い
も
の
を
注
視

し
て
い
る。
そ
れ
ら
の
大
部
分
は
地
面
に
到
達
す
る
ま
え
に
ど
か
へ
消
え
失
せ
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て
しまっ
た 。

北京
市
人
民
法
院は
今回 、
一
件の上双
山朱
件
晶玉λ到
し
たω
ロエ
ネル
ギ

ー
物
理
学を
研
究して
い
る一
人
の
年
計い
女
性教
授が、
第十三
派
出
所の

来工
作
貝を
人船
HU
お滞を
犯し
た
と
して
妓
訴し
た
ので
あ
る。
民
主の
同誌

の
的仰の
歩道で 、
そ
の
公
安要
員は
女教
綬を
引きと
め 、
彼
女が
るっ
て
い

たピ
ラ
巻
見つ
けて
身体
検読を
強
要し 、
さ
らに

阪か
ら
下
の
部分を
検
査

し
よ
うと
して
「そ
の
部
分はつ
ね
に
もっ
と
も
疑わ
しい
郊
分」
た
か
ら 、

といっ
たとい
うω
公
安
出K
HHは
そ
のと
き
平
手で
耳を一
発く
ら
わ
怠
れ

た。
叙
判
官は
法に
よっ
て
罰
金五
十一元 、
監
楽十
日
聞を
判決
し
た。
女教

授が
出獄
する
や 、
そ
の
公
安
要
員は 、
上
部か
ら

の
ほ
穏に
よ
る
指示に
基

づ
いて
自
由を
泌
制付し
た。
女教
授がま
だ
百メ
ー
トル
も
沙か
な
い
う
ち

に、
必か
が一
校のピ
ラ
を
妓
女を
時び
と
めて
柑はし
た。
制点u 、
ル仏教
授
の

勤め
る
研
究
所が
山
版して
い
る
『
的
放」
とい
う
学
術出
版
物に
は 、
慣
例

を
破っ
て一
ねの
政
治的文
設が
掲
載され
た
が、
そ
のタイ
トル
は
「
最新

発
見のD
純
子の
椛造か
ら
社
会と
政
治の
組
依
形態を
見る」
とい
うも

の

で
あ
り 、
そ
の
災際
の
内容は
中
身が
少し
ばか
り

改
変され
た
例
のピ
ラ
で

あっ
た。

六
日
午
後プ ．
時 、
m ．新
聞
の
作い引は
新山山口
説
色
印刷
住
区五・
十問
ワピ
ル
四

十七
回問
の
自宅で
法
捕
され
た 。

全
国唯一
の
半民
間の
刊
行
物
『四・
五
報』
は 、
自
ら

の
独
特
の
発行
形

式で 、
日以
後の一
門Vを
胤刊
行し
た。
第一
耐に
は
堕新
凶
作
串引の
大
きなカ
ラ

ー
与
泌が
あ
り 、
それ
と
並
んで
「二
十二
年
前に
ζ
ζ
に
胎
り
山され
た
大

字
報」
の令
文を
掲
即戦し
た。
そ
の
後、
乙
のアマ
チュ
ア
編
集者
の
全
員が

行
方不
明に
なっ
た。
そ
の
号の新
聞は
京女口聞とな
り 、

関
市で
は一
部五

先に
もなっ
て
先られて
い
た。
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「な
に
をな
すべ
きか0・
プロ
レ
タリ
ア
ホ
命
の
指
導
おは 、
ζ
の
間
組
を

解
決して
い
ない。
マ
ル
クス 、
ェ
ン
ゲルス
は
社
会
主
義
同
家の
災体に
は

まっ
た
く

触れ
な
かっ
た。
レ
1ニ
ン
は
戦争のな
かで
最初
の
社
会
主
義
国

家を
倒立
し
た。
被
維な
破
争の
向
山怖に
おいて
は 、
鉄
のような
規
作 、
強

間な
指
導 、
何力を
約
制で
き
る
市
命
家の
手中に
苅
皮に
集
中
す
る
ζ
と
が

必
必で
あっ
た 。
山山
凶以
後 、
vH
命
の
折湾省はで
きあ
がっ
た一
例
の
以－
m

化され
たグル
ー

プ
と
して
凶
家
機
械に
滋出し 、
一
歩一
歩と
正
式な
図
家

体
制を
形
成し
た。
そ
れ
は
旧
社
会
の
痕跡
を
有し
た
が 、
ま
た
理
論
家た
ち

の
創ゐが
そ乙
に
は
あっ
た。
ス
タ
ー
リン
はと
の
体
制ぞ
附
め
る
と
と
もに

独
政の
而を
満開
泌さ
せ 、
それ
を
多く
の川
家K
伝え
た
が 、
わ
が
凶る
そ
の

な
か
の一
つ
で
あっ
た。
乙
のよ
うな
体
制
の
使
選
性は
祖
国
防
衛
取
争の
時

期に
証
明され
た
が 、
しか
し 、
平和
の
時期に
は
それ
は
失敗し 、
ご
く
少

数
の
尖
継を
もっ
者と
呉
市犬を
あ
えて
活ろ
う一と
し
な
い
人びと
を
除い
て

は 、
必
も乙
の
点を一本
忽す
る
とと
はで
きない。
戦
争の
法
則と
経
済の
法

則・
比一
指の
法
則と
はまっ
た
く
町、はっ
て
お
り、
ま
さ
か
必
お
は
H

火を
消

して
ラン
プ
を
熔せu
と
命
令し
は
しない
だろ
う。
会
同
人
民が
み
な
夜
九

時に
隠る
ζ
と
がで
き
よ
うか
？」

「ブル
ジョ
ア
革
命
の
時期に
は 、
か
な
り
多
く

の
磁
争が
発生
し
も
し
た

し 、
畑地
羽
化され
た
体
制と
術
力
の
向度
集中が
災
行され一も
し
た。
し
か

し 、
プル
ツa
ア
階
級が
勝
利し
た
の
ち、
川
家体
制te
州倒立
する
に
mmし 、

な
ぜ乙
のよ
うな
形
式を
放
楽して
共
和
制を
採
用し、
政
治、
法
律 、
終
済

の三
秘分
立
を
実行し
た
のか0・」



．
「
乙
れ
は
主
に
払

有制
の
経
済
的
基
盤
に
か
か
わっ
て
い
る
が 、
そ
れ
だ
け
が

雌一
の
原
悶
で
は
な
い 。
封
日間
社
会
も
ま
た
私
有
制
で
あ
る 。
し
か
し
そ
の
政

治
の
特
徴
は
専
制
と
独
判明
で
あ
っ
た。
ブ
ル
ジ
ョ

ア
階
級
と
彼
ら
の
す
ぐ
れ
た

指
命aぷ
は
封
辺
社
会
の
教
訓
te
く
み
と
る
と
と
に
以
じ
て
い
た。
ま
さ
に
封
建

社
会
の
場
制
は
資
本
主
務
の
自
由
発
泌
を
抑
制
し 、
資
本
主
義
経
済
の
競
争
的

性
格
は一
切
の
得
制
を
打
破
す
る
乙
と
を
求
め
て
い
る。
歴
史
上 、
資
本
主
義

体
制
に
は
功
紋
が
あ
っ

た
の
で
あ
り 、
そ
れ
は
人
類
社
会
の
生
産
力
の
き
わ
め

て
大
き
な
発
援
を
促
進
し 、

現
在
に
い
た
る
ま
で
緑
山
の
生
産
性
を
保
持
し
て

い
る」

「
社
会
主
＆
川一
命
は
資
本
主
誌
の
制
度
と
すべ
て
の
搾
取
制
度
に
反
対
す
る
も

の
で
あ
る。
わ
れ
わ
れ
は
資
本
主
必
社
会
の
搾
取 、
競
争
お
よ
び
経
済
恐
慌
が

も
た
ら
す
災
時却
を
は
っ
き
り
と
自
繁
し
た。
だ
か
ら
ζ
そ 、
そ
れ
を
消
滅
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る。
し
か
し 、
な
ぜ
封
悠
社
会
の

専制 、
独
裁
お

よ
び
紙
紛
に
残
酷
な
級
紙
済
的
抑
取
ぞ
資
本
主
話相
社
会
の
さ
ら
な
る
反
動
と
さ

ら
な
る
階
以
に
く
ら
べ
て
け凡
な
い
の
か
0・
と
く
に
わ
れ
わ
れ
の
と
う
し
た
封

辺
社
会
の一
つ
の
桜
淡
い
雄
総
は 、
資
本
主
義
が
従
来
十
分
に
発
反
し
て
ζ
な

か
っ
た
国
で
強
い。
わ
れ
わ
れ
の
目
的
は 、
資
太
主
議
社
会
に
く
らべ
て 、
さ

ら
に
先
進
的
な
悶
泌
を
処
設
す
る
ζ
と
に
あ
る
の
で
あ
っ

て 、
資
本
主
義
の
病

仰
は
な
い
が
資
本
主
義
社
会
の
凶一訟
に
お
よ
ば
な
い
凶
を
維
持
す
る
乙
と
に
あ

る
の
で
は
な
い」

F
「
わ
れ
わ
れ
が
賄
側
の
民
よ
主
義
を
採
m
すべ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
？

ど
ん
な
に
頭
脳
の
明
断
な
人
で
も
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
ζ
と
争
知っ
て
い

る。
そ
の
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が 、
そ
の一
つ
は 、
孫
中
山
先
生
の
死
が
あ

ま
り
に
も
阜
す
ぎ
た
か
ら
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
よ

「
な
に
を
すべ
き
か
？

当
面
尖
行
さ
れ
て
い
る
経
済
的
総
力
と
法
律
的
総
力

を
下
放
さ
せ
る
政
策
は
大
い
κ
正
し
く 、
大
い
に
必
要
で
あ
り 、
わ
が
闘
の
発

展
に
た
い
し
て
必
ず
や
き
わ
め
て
大
き
な
作
用
を
引
き
起
ζ
す
で
あ
ろ
う。
し

か
し 、
わ
れ
わ
れ
は 、
ソ
巡
の
後
m
e
拝
す
る
こ
と
で
前
足
す
る
と
と
は
で
き

な
い。
ソ
述
は
ど
ん
な
に
と
も
や
っ

て
き
た
が 、
人
民
に
民
主
令
与
え
ず 、
大

橋
の
お
皮
の
独
占
が
少
数
の
政
治
的
ポ
ス
の
手
中
に
あ
り 、

陪
刑判
の
独
裁
的
統

治
を
実
行
し
つ
つ
あ
る。
将
来 、
ソ
述
の
経
済
的
実
力
が
ア
メ
リ
カ
を
大
き
く

凌
駕
し 、
節
目下
的
方
放
が
世
界
を
支
配
す
る
ほ
ど
強
大
化
す
る
よ
う
に
な
れ

ば 、
ζ
の
よ
う
な
制
度
も
そ
の
致
命
的
な
弱
点
を
さ
ら
し
た
ま
ま
で
は
な
く
な

る
で
あ
ろ
う。
そ
の
臼
が
く
る
の
な
ら 、
そ
れ
は
そ
の
場
制
と
そ
の
刷
峻
の
た

め
で
あ
る。
ζ
の
よ
う
な
制
度
を
創
立
し
た
人
は
伶
大
で
は
あ
る
が 、
彼
の
統

治
協
力
が
お
よ
ば
な
い
将
来
に
お
い
て 、
人
び
と
は
正
確
に
彼
の
功
罪
を
指
摘

す
る
ζ
と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い。
人
民
が
従
米 、
そ
し
て
ま
た
永
述
k

d
制
を
締
め
得
な
い
乙
と
は 、
阪
史
の
あ
る
段
断
で
立
扮
さ
れ
た
す
ぐ
れ
た
点

で
あ
ろ
う」

「
わ
れ
わ
れ
は
経
済
上
で
ソ
巡
を
追
い
ぬ
か
ね
ば
な
ら
な
い
ば
か
り

か、
そ
の

政
治
制
度
の
比
較
に
お
い
て
ソ
巡
よ
り
も
従
越
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
わ
れ

わ
れ
は
す
で
に
資
本
主
義
に
反
対
し 、
ま
た
修
正
主
誌
に
反
対
し
て
い
る
が 、

し
か
し 、
も
し
も
わ
れ
わ
れ
の
従
経
性
が
な
お
そ
れ
ら
に
及
ば
な
い
の
な
ら 、

わ
れ
わ
れ
は
ど
ん
な
主
議
を
問
訪
日比
る
の
か0・
そ
れ
は
人
民
に
民
主
を
与

え 、
人
民
に
其
の
精
力
を
も
た
せ 、
名
ぱ
か
H

で
突
の
な
い

w
主
人
公H
の
名

称
に
す
ぎ
な
い
と
と
の
な
い
よ
う
要
求
し
て
い
る。
九
億
人
民
が
み
な
命
令
を

く
だ
す
と
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も 、
彼
ら
は
自
ら
が
選
ん
で
ハ同日制
し
て
き
た

人
が
自
分
た
ち
のaヌ
引
を
行
砲
し
得
る
よ
う
に
すべ
き
で
ゐ
り 、
同
時
に 、
必
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しい
監督
織を
も
ち 、
社会の

，
公
僕u
が
気ま
ま
に
よ
人を
もて
あ
そぶ
と

とが二
度とない
よ
うに
すべ
きで
あ
る」

「監
督
綴は 、
マ
ル
クス
主
義が
大い
に乙
の問題を
京
視して
い
る。
レ
ー

ニ
ン
は、
緑
初
の
社会主
盗
国
家が
成
立し
た
ばか
りの
時期に、
ζ
の
問
題

を
く
りか
え
し
く
りか
え
し強調
する
必
須を
感じて
い
た。
だが、
乙
の
問

題は 、
結
局のとζ
ろ
解
決され
ず 、
プロ
レ
タ
リ
ア
革
命運
動
の夜
大な
課

題
となっ
た。
歴
史は
従
来か
ら
結果
の出ない
問題を
提起し
は
しない。

い
つ
の日か
は、
人
民がζ
の一
つ
の鍾泌
を
解
決する
よ
う
指
噂する
人が

あ
らわれ、
人
民は
将
来
永必に
彼に
感
測するで
あ
ろ
うが 、
それ
は
彼が

人
民に
もっ
と
も
大
切な
も
の
ll

白出
と
民主を
与え
たか
らκ
ほ
か
な
ら

ない」十喧一
月二
十六
日。
法経で
は
大
衆
WAの強
大な
圧
力
のもと
に、
柑揖
判

を
凶廷せ
まるを
得な
くなっ
た。
作者は
被
告
席上で
様慨して
陳
述し
じ

民
新聞
の
最
後の一
段をζ
うはっ
き
りと

述べ
た。．

「い
わ
ゆ
る
監
督
権は 、
かつ
て
宣
伝きれ
た
よ
うな
も
ので
は
決
し
て
な

く、
人び
とが
自
分のな
比を
もっ
て
いっ
て
旦
那
様に
ちょっ
と
見て
い
た

だ
くよ
う一反
駁する
よ
うな
もの
たっ
た。
昆
即岬
内僚は
述当に
何
度か
ま
ぜか

え
して、
二
宮三
宮で一
人
の
人
聞が
何
年 、
何十
年も
の心
血
を
注い
だか

もしれない
乙
とを
す
ぐに
否
決して
しま
う。
彼らが
局え
る
芯
見に
たま

たま
合え
ば
す
ぐに
採用さ
れて
体
滋だ
けが
と
と

のえ
られ
る。
ζ
乙
で
い

うと乙
ろ
の監
将
備は、
人
民が
兵に
尚
分を
主
体にな
し
得る
独立し
た
術

力の乙
とで
あ
り 、
も
う
少レはっ
き
りい
うな
ら 、
下僕をつ
くる
よ
うな

権
力で
はな
くしてハ

少な
くと
も
国
家の
指
導
者と
対等に
振る
舞い、
さ

－． ' 

らに
は
彼ら
を
趨
え
る
よ
うな
主
人をつ
くる
織
力のと
とで
あ
る」

「乙
の種
の
織
力は 、
政
治、
経
済、
法
律な
ど一
巡
の
内容を
包
括
レ、
そ

のな
か
で
は
と
くに
今
日にい
た
るま
で
依
然と
して
無
視さ
れて
き
た
例
項

か
の
人
民民
主
の
俄刀、
すな
わ
ち選
挙
権 、
人身
の
自
由
綴 、山同一
伝
格が
包

括さ
るべ
きで
あ
る。
閥
系の一
連
の重
大な
政
策の
改変に
従っ
て、
人び

と
の思惣
の
変
化もζ
れ
に
従
うζ
と
を
肯
定
するとい
う 、
乙
う
し
た
民
主

的
要
求の錠
突は 、
悩理に
か
なっ
て
い
る
ばか
り
か、
退か
れ
早か
れ
解
決

しない
で
は
すま
さ
れ
ない
とζ
ろ
に
ま
で
発
展する
ので
あ
る」
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「
選
挙
権。
人び
とがみ
な
大
変よ
く
知っ
て
い
るよ
うに、
乙
れ
は
緊・安な

問題で
あ
る。
だか
ら
党と
国
家の市回一
伝
の
道
具が
乙
の
方
預でつ
くっ
た
文

章
も
もっ
と
も
多い 。
本来 、
人び
と
が
投
票
用紙陀
もっ
と
も
自
分が
支
持

する
人
の
名
前を
府く乙
と
は 、
い
たっ
て
簡
単な
乙
とで
あ
り、
港か
が
く

りか
え
し
く
りか
え
し
教
え
導く
必
裂は
さ
らさ
らない
の
だ。
し
か
し、
熱

心な
人
の史
伝
のも
とで 、
簡
単な
と
と
が
複
殺に
なっ
て
しまっ
た
ので、

自
己
の
願望を
確か
に
表
現で
き
るか
ど
うか
とい
う
懐
疑を
人
民に
起ζ
さ

せ 、
そ
のた
めに
よ
級
任
命制
と
終
身
服
用制を
きっ
ち
り

災
行すると
と
に

な勺
て
い
る。
ζ
れ
が
すべ
て
述
閣の
基で、
早くか
ら
定
説が
あ
り、
私
の

議
論が
功を
突
する
とζ
ろ
で
はな
い。
だが 、
人
民は乙
の
要
求を
終
始
放

楽せ
ず 、
百
年たっ
て
もや
は
り今日

のよ
うに
断
固と
して
い
るで
あ
ろ
う

し、
時
間が
流れ
・去る
に
従っ
て
消
失するζ
と
は
あ
り

得ない。
と
の
要
求

は、
ど
乙
か
の
H

階
級
の
敵H
や
H

恐
質分
子H
がっ
く
りだ
して、
そ
れ
を

用い
て
党と
肉
家に ．反
対
する
といっ
た
も
ので
は
決して
な
く、
い
か
な
る

世
代
の
人で
も、
年輩
の
人
の
影
響が
な
くと
もハ
み
な
自
然の
う
ちに
と
の



問
題
を
一覧
起
し
得
る

の
で
あ
る。
乙

の
問
題
は
為
政
者
に
とっ
て
は 、
生
死
の

関
説
に
立
つ
ほ
ど

の
大
問
題
で
あ
り 、
他用
億
万
の
民
衆
の
生
命
に
か
か
わ
る
問

思
で
も
あ
る。
乙

の
問
題
が
解
決
し
な
い
か
ぎ
り 、
人
民
大
衆
は
子
々
孫
々
ζ

の
間
組
を
持
ち
だ
す
だ
ろ
う。
も
し
か
し
た
ら
縫
か
が
乙

の
問
題
を
利
用
し 、

隙
を
ね
らっ
て
文
な
を
つ
く
る
か
も
し
れ
な
い。
し
か
し 、
綬
大
の
利
益
ぞ
宇

陀
入
れ
る

の
は
や
は
り
人
民
な

の
で
あ
る。
そ

の
荻
さ
れ
て
い
る
隙
を
他
の
人

に
ね
ら
わ
せ
て
い
る

の
に、
わ
れ
わ
れ
向
身
に
乙

の
機
会
を
利
用
さ
せ
ず
し
て

ど
う
し
て
引
を
う
ま
く
や
れ
ょ
う
か0・
6
し
も一
個
人
が 、
乙
れ
は
む
せ
ぷ

ぞ
恐
れ
て
食
を
砕
す
乙
と
だ
と
い
い
だ
す
と
し
た
ら 、
そ
れ
は
彼
が
臼
痴
で
な

い
な
ら 、
別
K
下
心
を
もっ
て
い
る

の
で
あ
る」

「
公
民
の
人
身
権
に
つ
い
て
は 、
私
は
多
く出削
ろ
う
と
は
恩
わ
は
い。
人
民
の

た
め
に
利
益
を
計
る
と
と
が 、
社
会
主
義
関
家
の
根
本
目
的
で
あ
る。
だ
が
名

は
主
人
で
も 、
突
は
下
庶民
で
あ
る。
下
僕
が
主
人
の
世
話
告
す
る
乙
と
は 、
強

！（月～金）ヨル6:00 I 

FNN 
ニュース
レホ。ート

本格的印分ワイドニュース

刺
劇
の
出
し
物
の
伝
か
で
常
用
さ
れ
る
附M
M初
で
あ
る。
大
衆の
H

下
僕MM
が
民

主
を
皿
に
盛っ
て
H

主
人MH
の
両
前
に
鈴
げ
るっ
て
い
く 。
乙

の
uw

主
人M
は

な
ん
と
見
事
な
デ
ィ

ナ
ー
と 、
な
ん
と
恭
廠
な
H

下
僕H
e
るっ
て
い
る

の
か

と
全
世
界
に
思
わ
せ
る
乙
と
だ
ろ
う 。
し
か
し 、
も
し
も
ど
乙
か
の
無
邪
気
位

H
主
人H
が
民
主
に
ち
ょ
っ
と
で
も
手
金
つ
け
》 山判
し
よ
う
と
す
る
と 、
そ
の

後、
H

下
僕H
の
懲
罰
は
彼
を
し
て
こ
れ
か
ら ．死
ぬ
ま
で
民
主
を
必
え
た
だ
け

で
す
ぐ
恐
れ
お
の
の
く
ζ
と
に
な
る。

中
倒
人
の
災
用
的
鋭
点
か
’り
す
れ
ば 、

民
主
は
か
な
り
炎
沢
は
色

の
で
あ
り 、

民
主
の
た
め
に
支
払
わ
れ
る
前
途
や
烹

庭
の
幸
福、
生
命
の
代
価
は 、
い
さ
3
か
算
盤
に
合
わ
な
い

の
だ」

「
宣
伝
格。
私
は
い
さ
さ
か
多
く
属
し
た
い
と
思
う。
－U

伝
訟の
益
要
性
は
人

び
と
が
み
な
知っ
て
お
り 、
為
政
者
は
庶
民
民
比べ
て
もっ
と
は
っ
き
り

知っ

て
い
る。
私
が
い
い
た
い

の
は、
庶
民
の
理
解
力
が
低
い
と
い
う
ζ
と
で
は
な

・メインキャスター山川千秋
＠キャスター＝逸見政孝田丸美寿々
FN Nの総）Jを村総した事Jl.J的取材と
キヘ・λターの鋭い切り口、ソフトな話I)
nで必！＇干}Jのあるニュース。ほかにλ
ポーツ、）（ftなど…文子j盛りのワイド
ニュース吉祥札

ミヨZ
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く
て 、
庶
民
の
頭
脳
は 、
指
導
者
に
比べ
て
もっ
と
明
断
で
な
け
れ
ば
な
ら

ず、
ζ
の
権
利
が
庶
民
に
た
い
し
て
い
う
な
ら 、
白
川訓
冷
脱
出陣
や
自
必
Hい
の
よ

う
な
お
紙
の
高
級
品
で
あ
り 、
か
な
り

賛
沢
で 、
い
さ
さ
か
奇
翻
天
剖円
で
あ
る

と
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
と
と
だ。
行一
伝
衡
を
め
ぐっ
て
統
治
者

が
聡
い
合っ
て
い
た
り
す
れ
ば 、
そ
れ
ζ
そ
人
民
に
参
与
さ
せ
る
ζ
と
は
で
き

な
い。
双
方
が
と
も
に
必
め
て
い
な
が
ら 、
や
は
り
人
民
が
十
分
に
会
加
で
き

な
い
と
い
う
に
い
たっ
て
は 、
原
閃
は
ど
と
に
あ
る
の
か
？
知
る
よ
し
も
な

い。
乙
れ
は一
一軒
の
附
黙
の
了
解
で
あ
り 、
そ
の
刊
の
地
似
に
つ
い
た
人
は
J

践
で
も
そ
の
合
意
を
澱
解
で
き
る
の
だ」

「
し
か
し 、
も
し
も
あ
な
た
自
身
が
政
治
を
抑
当
し
た
と
き
に 、
ち
ょ
っ
と
不

愉
快
伝
思
い
を
し
て
も 、
可
後
に
なっ
て
も
市
命
引
会
が
天
折
し
な
い
よ
う
に

保
障
し
た
い
の
な
ら 、
あ
る
い
は
さ
ら
に
必
く
の
乙
と
を
考
え 、
あ
な
た
の
名

前
で
飴
ま
る
新
時
代
令
切
り
開
き
た
い
な
ら
ば 、
そ
れ
は
あ
な
た
が
以
災
を
乙

め
て
人
民
に
宣
伝
権
を
与
え
る
ζ
と
で
あ
る。
人
民
に
自
主
的
な
史
伝
権
が
な

い
の
な
ら、
人
民
の
抗
符
符
な
ん
て
で
た
ら
め
だ
！

人
民
が
自
己
の
けい一
伝
穏

を
も
ち 、
主
ら
に
山地
挙
権
な
ど
が
そ
と
に
加
わ
れ
ば 、
林
彪
ゃ

，
四
人
組’
の

よ
う
な
現
象
を
生
む
銀
総
を
絶
滅
す
る
と
と
が
で
き 、
悶
家
の
安
危
が一
人
の

日
に
か
か
っ

て
い
て 、
政
憶
の
人
民
の
巡
命
が
数
人
の
手
K
鉛
ら
れ
て
い
る
と

い
っ

た
何
敗
現
象
を
変
討中で
き
る
の
で
あ
る」

『
決
し
て
日
伝
縮
舎
内
く
見て
は
い
け
な
い。
当
然 、
為
政
者
は
吐
く
は
る
と

と
が
で
き
な
い
が 、
私
は
人
民
自・批
が
決
し
て
口
伝
術
品官
邸祉
く

見
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
乙
と
を
い
っ

て
い
る
の
で
あ
る。
も
し
も
人
民
が
自
己
の
本
当
の
心

の
戸
を
ha
引唱
し
伝
え
る
追
を
もっ
て
い
る
は
ら 、
そ
れ
は
社
会
扮
み
と
い
う
乙

の
強
大
な
武
様
車官
争
探
し
て
い
る
乙
と
で
あ
り 、
自
己
の
心
が
ど
ζ
に
向
か
う

べ
き
か
を
真
に
準
怒
し
て
い
る
ζ
と
に
な
る。
民
心
の
赴
く
と
乙
ろ 、
い
か
な

る
人
も
そ
れ
を
怪
視
し
な
が
ら
失
敗
し
な
い
と
い
う
と
と
は 、
地
球
上
に
い
ま

だ
な
い
の
で
あ
る」

「
い
く
つ
か
法
仰
を
制
定
す
る
乙
と
に
よっ
て 、
民
主
や
歴
史
の
業
綴
が
矢
折

し
な
い
よ
う
に
保
巾附
す
る
と
と
は 、
も
し
も
動
出聞
に
問
問
が
あ
る
の
で
な
い
な

ら 、
そ
れ
を
行
定
す
る
乙
と
は 、
大
き
な
過
ち
を
犯
す
と
と
に
な
る。
プ
ル
ジ

曹
ア
附
級
の
勝
利
の
後、
一
巡
の
法
仰
が
制
定
さ
れ 、
今
日
ま
で
ずっ
と
作
用

し
て
き
で
い
て
資
本
主
五
社
会
の
相
対
的
安
定
と
平
沼
を
杭
災
に
保
降
し
て
し

まっ
て
い
る。
し
か
し 、
法
律
は
た
だ
と
の
よ
う
な
保
戸
の
手
段
の一
つ
に
し

か
す
ぎ
ず 、
も
し
も
史
伝
の
自
由
が
な
かっ
た
り、

内Hr
L悼
を
監
机下
し
た
り

制
約

す
る
ζ
と
が
な
かっ
た
な
ら 、
法
刊刊
は
沈
黙
の
な
か
で、
ど
れ
だ
け
多
く
の
荻

殻
な
ζ
と
を
し
で
か
し
た
か
知
ら
な
い
の
で
あ
る。
ア
メ
リ
カ
の
前
大
統
領、

ニ
ク
ソ
ン
の
ウ
＊
l

タ
l

ゲ
イ
ト

事
件
を
引
き
合
い
に
出
す
な
ら 、
乙
れ
は
J

本
来
法
律
と
い
う
鉄
の
幕
の
な
か
で
は
沈
黙
で
き
た
の
だ
が、
宜
伝
椴
の
倒
き

に
よっ
て、
そ
の
堂
々
と
し
た
大
統
領
も
務
劾
を
受
け、
務総
せ
ぎ
る
をmM
な

かっ
た。
た
だ
法
律
上
の
民
主
は、
H

ま
や
か
し
の
民
主H
で
あ
り 、
人
民
に

泣
伝
の
自
由
の
保
隊
が
あ
る
民
主
ζ
そ
健
全
な
民
主
で
あ
る」

「
人
民
に
立
伝
の
織
利
を
誌
に
与
え
よ
う
と
考
え
る
の
な
ら 、
具
体
的
に
ど
ん

な
方
式
を
採
用
す
る
か
で
容
易
に
解
決
す
る。
も
し
も
名
渓
上
だ
け
与
え
て
尖

際
に
与
え
な
い
の
な
ら 、
ど
ん
な
方
式
を
採
用
す
る
か
と
い
う
問
題
は 、
もっ

と
も
解
決
が
悠
し
い
間
組
で
あ
り 、

高
し
い
均An
は 、
何
年 、
何
十
年 、
何
世

紀
も
お
争
し
て
解
決
に
淫
す
る
こ
と
が
で
き
な
い。
実
際
に
は 、
こ
と
が
は

っ
き
り
し
て
い
て 、
し
か
も
J
明
し
た
乙
と
は
災
行
す
る
と
い
う
よ
う
に 、
は

っ
き
り
し
て
き
え
い
れ
ば 、
わ
れ
わ
れ
の
党
と
間
家 、
と
く
に
そ
れ
ら
の
指
導
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市引か
油川バをひ
るが
え
す喧
をい
わは
けれ
ば 、
ど
んな
ζ
と
も
すべ
て
解
決

して
しま
う 。
われ
われ
は
滋
法
上はい
ちはや
く
お
冷の－M由 、
出
版 、
集

会 、
結
社
の
自
由を
明
記して
い
る
が 、
しか
し 、
従
来は
災行の
巾
織が
は

い。
もし
も
指
導
者た
ちがと
れ
か
らは
も
う
暗唱をい
わな
けれ
ば 、
人
民は

向分がど
のよ
うに
すべ
きか
を
知る乙
とがで
きる
ので
あ
る。
コ
おの
自

由は
当
然 、
西削ゅの
民
主
の
墜の
よ
うな
形式を
合み 、
出
版
の
自
由と
は 、

人民が
自ら新
聞や
雑誌を
刊
行
する乙
と
を
符さ
ない
乙
と
をい
う
ので
は

ない。
政府
も
人
民に
意
見を
十
分に
発表させ
る
出版
物をい
くつ
かつ
く

るζ
とがで
き
るか
もしれ
はい。
そ
のほ
か 、
デモ 、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
自
由

もま
た 、
人
民が
自ら
の心か
ら
の
闘い
ぞ
HK附加する
道で
あ
る。
強
1川
すべ

きは 、
ζ
の
自
由は 、
当日
引者が
仕
引を
失っ
た
り 、

生
活
の
必
盤を
失い 、

人
身の
安全と
保
聞を
失ぃ 、
滋戚
友
人を巻
き
添え
に
し 、
廿惜し
きは
監
玖

に
入れ
られ 、
生
命
を
終え
る
といっ
た
自
由を二
度と
窓
肱略して
はな
らな

い
乙
とで
あ
る」

「もし
も
人
民が 、
ζ
うし
た
主
人に
な
る
縮利号
本当
κ
有し
たな
ら
ば 、

以上
の利
益
のほ
か
に 、
さ
らに一
述
の
深い
広
範な
影響を
も
た
ら
す乙
と

がで
きる。
乙
うし
た
民主
教
育は 、
・中
京
旧民悠
の
様
相を一
新させ
る乙
と

がで
きる
のだ」

「それ
は 、
他のい
か
な
る
方式に
比べ
て
も 、
人
民の
積
極
性告
さ
らに
猪

勤し 、
経
済と
政
治の急
速な
発
展を8
らに
促進
する乙
とがで
き
る」

「それ
は 、
人
民が
大
制
不
満に
思っ
て
い
る
文
学・
芸
術
界の
健敗し
た
時

芥令
徹底
的に一
刻し 、
人
民が
HAんで
凡た
り附い
た
り 、

愛
好して
手般

せない
作品を
大抵に
推泌
8せ
る
だろ
う」

「そ
れ
は 、
社
会の
公
伐を
励ま
し懲
しめ 、
山口

僚主
議を
絶
滅し 、
い
か
な

る
人で
あ
ろ
うと ．為ぴ
氏なを
矯mk
私
すると
と
を
狩容ない
だろ
う」

「利
点は
必
ずし
もと
れ
らに
と
ど
ま
らない
が 、
そ
れ
は
た
だ
中
国が、
乙

れ
まで
字
受し
たζ
と
のない
民主
生
活な
ので
あっ
て 、
具
体
的な
制耐
震を

一
々
列挙
する乙
と
はで
きない」

「
私はζ
ζで 、
万
能の
妙柑燥を
押し
流
り

する
ので
は
凶伏して
な
く 、
乙
れ

ら
の
俗利は 、
た
だ
空
気や
食績
のよ
うな
あ
りきた
りのも
のに
す
ぎない

けれ
ど
も 、
人
民に
とっ
て
は 、
一
一刻も
身か
ら
燦せ
ない
生
活
必
需
品で
あ

る
と
考え
る
だ
けで
あ
る。
人
民
の
悠
活
水
準を
高め
る
に
は 、
当
然ζ
れ
ら

の
内容
も
包
指
すべ
きで
あ
る 。
漉か
が
彼ら
ぞい
つ
も
飢
餓線上で
も
がか

せ
て
い
る
の
ぞ、
ど
うして
人
民が
併す乙
とがで
き
よ
うか
！」

「も
し
もあ
な
たが
自
分
の
悦
治は
人民
擁
護の
桜
采だ
と
俗
ずるな
ら
ば 、

乙
れ
ら
のや
り

方を
採用
すれ
ば
よい。
乙
の乙
とが 、

町制お
よ
び
治
在
す

る
敵と
桜
り

合え
る
唯一
の
力な
のか
も
しれ
ない。
それ
は 、
何人も
の
生

死
や
勝
敗
の
代
償な
ので
はな
く 、
幾億
万
人
民
の
生
命が
途
絶しない
ζ
と

の
代
償な
ので
あ
る。
乙
れ
ま
で 、
専制
的
統
治者は 、
み
な
と
の
よ
うな
力

を
恐
れ 、
それ
を
感
奔
し 、
そ
れ
を
分
散し 、
それ
を
施
殺
し
よ
う
と
し

た。
な
ぜ
社
会
主
必
凶
家も 、
それ
を
恐
れ
な
けれ
ばな
ら
な
い
の
か0・

却し
きは 、
対
越－wヱ
よ
りも
さ
らに一
一川それ
を
恐
れて
い
る
ので
はない

か
？」

「
脱出
史は
倒
人
の
ぷ
志を
転
移
し
は
し
ない。
あな
た
が
そ
れ
に
従
頗な
と

き 、
あ
な
た
は
英縦で
あ
る。
あ
は
たがそれ
に
反
対
する
と
き 、
あ
な
た
は

恥知ら
ずで
あ
る。
釘じ
ない
れは
ら
ぱ 、
前
轍を
丸給え
l

現
在は
泌
ム去
の
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間
短
に
い
い
か
げ
ん
に
mM
fす
を
合
わ
せ
て
い
て
る
い
い
か
も
し
れ
な
い
が 、
あ

な
た
が
乙
の
品目
に
別
れ
令
告
げ
る
と
き 、一得
ぴ
伝
り

返っ
て
見
る
な
ら 、
俗
を

千士悶
に
妓
し 、
店
す
乙
と
の
で
き
な
い
卯
術
と
は
る
で
あ
ろ
う。
三
十
年
後
の

持
簡
は
続
的刑
は
も
の
で
あ
るら
一
人
の
仰い
大
な
人
物
の
自
由
は 、
永
泌
に
田富
市叉

の
必
然
の
わ怯
か
に
あ
る
の
で
あっ
て、
そ
の
よっ
て
き
た
る
ゆ
え
ん
ぞ
忘
れ
て

は
は
ら
な
い
の
だ
！」 ・

乙
れ
で 、
「
二
十
二
年
前
に
乙
乙
に
貼
ら
れ
た一
伎
の
大
宇
報」
の
全
部
が

終
わっ
た。
作
者
は 、
米
代
の
開
発
の
こ
つ
の
川
を
引
用
レ
て、
法
廷
で
の
弁

艶
の
は
い
弁
給
令
終
え
た。

「
落
ち
ぶ
れ
て
歌
い
出
必
ぷ
を
記
す

頭
は
か
く
の
如
く
し
て
な
お
何
ぞ
求
め
ん0・

心
を
吐
き
尽
く
し
て
余
す
乙
と
な
し

口
腹
安
ん
じ
て
4
却
を
のべ
る」

頭
脳
ニ
0
0
0
年
の
妓
後
の
日、
作
者
は
「
領
国
分
裂
を
陰
流
し
た
反
桜
命

集
団」
の一
員
と
し
て、
終
身
紫
閣
の
判
決
を
下
さ
れ
た。
彼
は
こ
の
柏市
図
の

な
か
で 、
絞
初
に
判
決
を
下
さ
れ
た
人
物
で
あ
り 、
ま
た
故
後
の一
人
で
あっ

た＠
外
氾
は 、

中
国
共
産
吃
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
内
部
に
一ぬ
ぴ
紛
争
が
起
乙

り 、
「
事
件」
は
な
か
っ

た
乙
と
に
さ
れ
る
吋
舵
倣
が
ゐ
る
と
線
通
し
た・

し
か
し 、
と
の
作
者
に
つ
い
て
は、
一内
び
碍
簿
を
求
め
る
者
は
な
か
っ

た。
も

し
る
彼
が
本
当
に
そ
の
め
る
怨
聞
に
岡崎
し
て
い
れ
ば
よ
か
っ

た
の
だ
そ
う
で ，

あ
れ
ば 、
い
つ
か
は
彼
に
ab
速
が
向
い
て
ふ
る
い
立
つ
臼
が
あっ
た
か
も
し
れ

． 

ph、
。

’’可
L西

暦
ニ
O
O一
年
六
月。
ア
メ
リ
カ
の一
出
版
業
者
は 、
一
mm
のベ
ス
ト

セ

ラ
ー

で
巨
制
の
利
益
を
獲
得
し
た。
骨官
名
は
『一
匹
の
醐閣
を
踏
み
輪組
す』

、
作

者
は
余
曲げ
で
あ
る。
ま
え
が
与
に
は 、
乙
の
本
の
前即
時制
が
中
岡
の
芳
戒
防
備
の

テ
イ
シ
az
y
b

厳
藍
な
「
mA
議
申
し

立
て
位」
の
収
容
所
か
ら
届
け
ら
れ
て
き
た
と
い
う 、
そ

の
曲
折
し
た
級
締
を
述べ
て
い
た。

同
年
九
月。
一
人
の
囚
人
が
石
家
荏
西
部
の
あ
る
労
働
改
造
犯
の
採
石
場
の

懸
広
か
ら 日総
務。
前
日
の
晩、
乙
の
囚
人
は 、
監
獄
の
煙
い
床
板
に
検
た
わ

り 、
い
つ
も
の
よ
う
に
五
つ
の
新
し
い
英
単
篤
を
階
氾
し 、
翌
朝 、
目
覚
め
て

す
ぐ
に
そ
れ
ら
を
復
習
で
き
る
よ
う
に
聾
側、
そ
れ
か
ら
必
僚
の
悩
を
抱
い
て

限
り
に
つ
い
た
と
き 、
一
人
の
道
学
者
然
と
し
た
容
貌
た
く
ま
し
い
肉
家
工
作

品
が、
彼
の
陥倒
的情
袋
戸
市－
闘で一
般的
伝
個
人の
来
町田
行の
入っ
た
袋
tle

訳
狩｝
を

聞
き 、
亦
鉛
曜日
で
彼
の
名
前
｜｜

余
係 、
ζ
れ
は
偽
名
で
あ
る
が
lー

を
九
く

か
と
ん
だ。
そ
れ
か
ら
「
民
放 、
山円
か
ら
浴
ち
て
死
亡」
と
陸ずさ
入
れ
た。

十
月一
日。
閣
内腿
節
を
祝
賀
す
る
ラ
ジ
オ
の
戸
が
流
れ
る
な
か
で、
一
人
の

ほっ
そ
り
と
し
た
休
明
の
中
年
女
性
が
平
然
と
ビ
ニ
ー

ル
袋一
杯
の
ガ
ソ
リ
ン

を
自
分
の
身
体
κ
注
ぎ 、
西
単
の
民
主
の
壁
の
前
で
焼
身
自
殺
し
た。
壁
新
凶

作
者
の
顔
と
まっ
た
く
そっ
く
り

の一
人
の
女
の
子
が 、
終
身
自
設
し
た
女
性

と
同
様
の
大
き
な
討
を
し
た
男
の
子
の
手
を
ひ
い
て、
す
す
り
泣
き
は
が
ら 、

彼
ら
を
似
め
て
く
れ
る
道
ゆ
く
人
の
手
に
紙
を一
枚一
校
手
渡
し
た。
紙
面
に

は 、
ゆ
が
ん
だ
ゐ
ど
け
な
い
？
で
こ
う
3
か
れ
て
い
る。
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「
お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も 、

民
主
の
た
め
に
死
に
ま
し
た。

私
た
ち
を
民
主
の
た
め
に
生
き
て
い
る
よ
う
に
践
し
ま
し
た」



’
－ 

さ
ら
に
ス
名
な
ブ
－N
ジa
ア
蕊
A閣
の
み
人、
ぺ
ト
l
フ
ィ

（「立
て 、
ハ
ン
ガ

ワ
1

人
ょ 、

組
問
は
呼
ん
で
い
る
」

の
持
を
書
き 、

ハ
ン
ガ
リ
ー

の
一

九
四
八
年
革
命
に

大
きな
役
割を
演じ
たサン
ドル・ペ
ト
1
フィ
の
ζ
と、
一
九
五
六
年のハ
ン
ガ
リー
事

件で
は
反
体
制派かペ
ト
1フ
ィ・
ク
ラ
ブ
そつ
くっ
た
ll
訳
省〉
の
持
が一
首

か
れ
て
い
た。

生
命
は
ま
ζ
と
に
貨
か
るべ
し

楚
怖
の
価
は
さ
ら
に
符
し

も
し
も
4M
自
の
た
め
の
死
な
ら
ば

両
者
い

ず
れ
も
喰つ
るべ
し

警
察
が
こ
の
ニ
人
の
子
供
に
注
目
し
は
じ
め
た
と
き 、
彼
ら
は
も
うい
な
く

なっ
て
し
まっ
た。

附酬
も
彼
ら
の
行
方
ぞ
話
そ
う
と
は
し
な
かっ
た。
た
と
え 、
晶尊
敬
し
泣
く
に

仰
す
る
彼
ら
の
父
母
が
い
な
く
と
も 、
そ
の4一
人
の
H九
回
う
る
わ
し
い
小
さ
は

飼
は 、
人
の
心
を
術
ま
せ
た。

当
日
午
後
六
時、
民
主
の
箆
に
は
七
0
年
代
末
期
に
ζ
ζ
に
出
現
し
た
ζ
と

の
あ
る
こ
首
の
宵
い
み
を
ま
ね
た
み
が
二
つ
貼
り
幽
さ
れ
た。
写
し
伝
え
た
者

に
よ
れ
ば 、
こ
れ
は
，て
の
灼
身
女
性
の
初
期
の
作
品
た
と
い
う。

－ー、

失 後� lltli街
地IC IC 代 ・
の 民 自 の
悠主由？
悠舎 を 子
た _!;l 見 昂
る ずず の
を 「
fi!! �締

い ；H
の
ぷa、ロ
l己
主ま
る
攻
Lー

を
ま
ね
て

色ゐぽ

血黒
崎掴
然
と
し
て
湖
下
る」

南
北
朝
の
「
放
戦
激」
を
ま
ね
て

「
民
主
の
壁、
西
単
の
下

実
は
志向
に
似
て
四
回凶
を
磁
う
号
温風はモ
ンゴ
ル
の

制｜
訳
者｝

天
は
草川
々 、
人
は
だ
々

〈民

民
主
が
わ
が
郊
い
た
る
は
い
つ
ぞ
や」

夜
十
時 、
多
勢
の
同
隊
が
何
万
と
い
う
群
衆
を
院
散
ら
し、

中
国
共
度
覚
の

「
人
民
に
告
ぐ
る
S」
の
放
送
が
岨間
ζ
え
る
な
か
を
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー

が一一
十一｝一

年
間
に
わ
たっ
て
議
え
立っ
た
ζ
の
隆
史
的
悠
造
物
を
削
り
と
っ

て
し
まっ

た

l徹雄訳政治幻怨小説・西暦2000年 の中国／解明作 、 中

一
年
後
の
M
じ
日。
乙
ζ
に
た
く
さ
ん
の
生
花
が
似
ぜ
ら
れ
た。
一
つ
の
特

別
に
大
き
な
必
飽
に
は、
次
の
よ
う
伝一
校
の
札
が
出回っ
て
い
た。
「
民
去
の

照
の
・巾門
川叫
に
ど
う
か
御
寄
附
を」。
そ
の
花
徳一
杯
の
お
金
は、
一
万一苅
を
ド

ら
な
い
仁
ろ
う。

午
後。
一
台
の
豪
僚
な
セ
ダ
ン
紅
旗
ニ
0
0
0
型
が
近
端
に
修
ま
り 、

辞
衆

の
は
か
へ
人
の
怠
去
を
つ
〈
情
報
が
伝
え
ら
れ
た。
あ
る
政
治
局
主
貝
が
花
を

峨
Hし
た
の
に。

h叩〆
作詩
れ。
活
憶
が
と
も
り
は
じ
め
γ
乙
ろ 、

中
国
民
と
も

商
洋
風
と
も
つ
か

な
い
五
0
年
代
の
あ
の
建
物
ll

人
民
大
会
堂
を
軍
隊
が
包
囲
し
た。
兵
隊
の

召
出店
出聞
か
ら
み
て
ぷ
方
の
省
か
ら

移
動
し
て
き
た
部
隊
の
よ
う
で
あ
る。

聞
く
と
乙
ろ
に
よ
れ
ば 、

中
で
は
山中
国
共
底
お
の
工
作
会
設
が
ま
た
聞
か
れ

て
い
る
と
い
う。

（
了｝
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今
年
の
以、
九
州
の
三
仙
で
「
現
代
ア
メ
リ
カ
社

会」
と
い
う
テ
l

マ
の
セ
ミ
ナ
ー

が
聞
か
れ
に。
ア

メ
リ
カ
研
究
の
専
門
家
三
十
人
ほ
ど
の
集
ま
り
で 、a

い
ろ
い
ろ
な
話
題
が
出
て 、
勉
強
に
なっ
た。

そ
の
府
で、
私
は
「ユ
ー
ト
ピ
ア
の
拶」
と
慰
す

る
報告
を
行っ
た。
昨
年
十一
月 、
共
同
生
活
を

鐙
ん
で
い
た
九
百
余
名
の
人
々
が
抑制
問
自
殺
す
る

「
人
民
年院」
事
件
が
起
き
た
と
き 、
私
は
ち
ょ
う

ど
ζ
の
以
団
の
本
拠
地
の
カ
リ
フ
定

ル
ユ
ア
に
い
た

が 、
現
地
の
新
聞
賀
市悼
の
反
応
に
強
い
然
立
ち
を
覚

え
た。
ど
れ
も
乙
れ
を 、
彼
ら
を
狂
日制
作悦
と
し
て
片

づ
け 、
ま
と
も
に
取
扱
お
う
と
し
な
い。
だ
が
私
に

は 、
「
人
民
寺
院」
が
ア
メ
リ
カ
で
長
い
伝
統
を
も

っ
ユ
ー
ト
ピ
ア
述
劫
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
に
思

え
た。
彼
ら
のコ
ミュ
l
ン
で
は 、
個
人
の
財
産
や

由
討
を
す
で
に
理
想
的
な
人
側
関
係
が
は
か
ら
れ
た

の
だ。そ

の
破
局
は 、
だ
か
ら 、
現
代
ア
メ
リ
カ
社
会
の

行
き
づ
ま
り

状
況
と
関
係
が
ゐ
る
か
も
し
れ
な
い
ご

少
な
く
と
も 、
「
人
民
寺
院」
の
悲
劇
を
ア
メ
リ
カ

文
化
の
問
題
と
し
て
考
え
る
だ
け
の
侃
他
は
あ
る
は

ず
だ 、
と
い
う
の
が
私
の
提
案
だっ
た。

そ
の
時
の
ぷ
告
の
中
身
で、
い
ま
ち
ょっ
と
ふ
れ


